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■発表主旨■ 

ジャパンナレッジは2001年にサービスを開始したデータベースで、現在、国内外の約800機関で利用されている。主に

大学を中心とした教育機関で利用されることが多く、研究者や学習者の声に耳を傾け、コンテンツ開発・機能開発を行っ

てきた。 

ここ数年、出版界では書籍の電子化が大きく進み、様々なプラットフォームで電子化された資料を閲覧することが日常

的になってきた。 

一方で、我々が提供するDBでは、その性格上、閲覧よりも検索性や発見性を重要視したアプローチをとってきた。辞事

典に期待される検索性を書籍にも広げ、コンテンツ全体で“百科空間”を実現しようとしてきたわけである。 

今回、ジャパンナレッジの概要を紹介しつつ、どういう経緯や背景で現在の機能を獲得するに至ったかを説明し、今後、

学校教育に必要な電子資料の機能や在り方を議論させていただきたい。 
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